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消防自動車の出入りができる連続性のある幅員６ｍ以上の道路から
ホースが到達する距離である１４０ｍ以上離れた区域

※消防活動困難区域とは？

連続性のある
幅員6ｍ以上の道路
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■道路の幅員が狭く、見通しが悪い（４ｍ程度）
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上平井橋

平和橋

準耐火建築物
23.6％
（270棟）

防火木造建築物
54.5％
（622棟）

耐火建築物
8.1％（93棟）

木造建築物
13.8％
（157棟）

耐火構造以外が
６割以上

全体
1,142棟
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図 地震に関する地域危険度測定調査結果（総合危険度）

総合危険度
ランク
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密集事業
（道路新設や道路拡幅により、消防車などの緊急車両が通れる幅員６メートル以上

の道路を整備するほか、公園などのオープンスペースを確保し、防災性向上と居住

環境の整備を総合的に行うことで、災害に強いまちづくりを進める事業です。）

事業

幅員６ｍ以上主な
効果

幅員６ｍ以上の防災生活道路Ａ路線及びＢ路線の整備取組

 消防活動困難区域の解消、消防活動の円滑化
 震災時の避難路の確保
 モンチッチ公園（防災活動拠点）へのアクセス向上

地区の骨格となる防災生活道路の拡幅整備方針
１

事業

主な
効果

取組 西新小岩五丁目地区にお住いの方や土地・建物等の
権利者の皆様との協働による建替えのルールづくり

 不燃領域率の向上
 火災による建物延焼・焼失の防止

防災街区整備地区計画
（地区計画は、地区の課題や特徴を踏まえ、住民と区が連携しながら、地

区の目指すべき将来像の実現に向け、道路や建替えルールなどを都市計画

に位置づけて「まちづくり」を進めていく手法です。防災街区整備地区計

画では、木造住宅密集地域における避難路の確保や火災・地震による延焼

被害の軽減を図るため、道路の拡幅の範囲や建替えルールを定めます。）

建物の不燃化の促進方針
２

細分化防止

地区施設
（道路）

地区施設
（公園）

用途の
制限

高さの制限 壁面の
位置の制限

出典：東京都都市整備局

令和４年４月
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令和４年４月

今回はここ

6
29
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出典:板橋区ＨＰ

防災街区整備地区（22.4ha）

補助140号線
（平和橋通り）準防火地域



24

防火造
建築物
500㎡
以下

準耐火建築物
1.500㎡以下

耐火建築物４階以上

３階

２階

１階

現状の制限
「建築物の構造に関する
防火上の規制」を定めた場合

準耐火
建築物
500㎡
以下

耐火建築物４階以上

３階

２階

１階

※幹線道路沿道地区は防火地域のため除く。

防災街区整備地区（22.4ha）

補助140号線
（平和橋通り）準防火地域
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60㎡90㎡150㎡

150㎡ 80㎡ 70㎡

［土地の分割の例］
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決定日前 決定日後

60㎡ 60㎡

【例】

【例】

80㎡ 55㎡

拡幅整備
への協力に
より減少
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0.6ｍ以下 0.6ｍ以下

0.6ｍ以下



29

①地区防災施設への位置づけ
②壁面の位置の制限
③壁面後退区域における工作物の設置
の制限

点線の区域において、下記のルールを定める

防災生活道路
（幅員６ｍ以上）
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【建替え前】

道路拡幅線
の位置

防災生活道路
幅員６ｍ以上

道路拡幅線
の位置

道路拡幅線
の位置

既存道路

道路拡幅線
の位置

事業にご協力頂いた場合
の建替え後または事業終
了後の建替え後

【

】
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B路線南側は
広範囲で延焼

A路線の南側
に延焼

出火点 出火点

出火から～時間後に発火

防災生活道路
南側まで延焼
しない

※愛媛大学防災情報研究センター 二神研究室開発の
火災延焼シミュレーターを使用しています。

風向き：北西
風速：8ｍ/s
出火から60分後

風向き：北西
風速：8ｍ/s
出火から60分後
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出火点

出火から～時間後に発火

※愛媛大学防災情報研究センター 二神研究室開発の火災延焼シミュレーターを使用しています。

風向き：北西
風速：8ｍ/s
出火から60分後

風向き：北西
風速：8ｍ/s
出火から60分後

出火点
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